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は ₁ クラス₁₀名程度の少人数で行なわれ、学習者 ₂ 名に対し恵泉女学園大学






















の推移は₉,₃₂5人から₁₉,₄₄5人と ₂ 倍以上の増加が見られるⅰ。なかでも ₂ 週















































4 ． 1 　プログラムの概要
₂₀₁₈年度恵泉女学園大学のプログラム実施時期は、 ₇ 月₂₆日㈭から ₈ 月 ₉
日㈭までであった。その中で日本語授業は、全₂₁時間（ ₁ コマ5₀分）となっ
ているⅱ。留学生は中国、韓国、タイの協定校から男性 ₉ 名、女性₁₇名の計


































































L ₁ 　挨拶 ₁ ．自己紹介① ₁ ．自己紹介①
ウエルカムパーテ
ィー
L ₂ 　教室用語 ₁ ．自己紹介② ₁ ．自己紹介②
数字 ₁ ．自己紹介③ ₁ ．自己紹介③
₇ /₃₁（火）
L ₃ 　自己紹介① ₁ ．自己紹介④ ₁ ．自己紹介④
日本文化体験：講
演「歌舞伎」
L ₃ 　自己紹介② ₂ ．年中行事①
₂ ． コミュニケー
ション①
L 5 　好きなもの ₂ ．年中行事②
₂ ． コミュニケー
ション②






L₁₁　趣味② ₂ ．年中行事④ ₃ ．思いやり①
L₁₁　趣味③ ₃ ．観光① ₃ ．思いやり②
₈ / ₂ （木）
L₁₃　交通手段① ₃ ．観光② ₃ ．思いやり③ 日本文化体験：日
本三大祭り、盆踊
り体験
L₁₃　交通手段② ₃ ．観光③ ₄ ．マナー①
L₁₃　交通手段③ ₃ ．観光④ ₄ ．マナー②
₈ / ₃ （金）
L₁₆　買い物① ₃ ．観光⑤ ₄ ．マナー③
L₁₆　買い物② ₄ ．文化・習慣① 5 ．気持ち①
L₁₆　買い物③ ₄ ．文化・習慣② 5 ．気持ち②
₈ / ₄ （土） 終日自由行動
₈ / 5 （日） 終日自由行動




₈ / ₇ （火）
L₁₇　感想① ₄ ．文化・習慣③ 5 ．気持ち③
日本文化体験：お
祭り（縁日）体験
₄ ．文化・習慣④ 5 ．気持ち④
₄ ．文化・習慣⑤ 5 ．気持ち⑤
₈ / ₈ （水）
修了テスト 修 了 式、フェアウ
ェルパーティー発表会（日本語スピーチ）
₈ / ₉ （木） 帰国
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4 ． 2 　プレイスメントテストと修了テストの概要
次にプレイスメントテストのインタビューテストと修了テストの概要を示
す。インタビューテストの方法としては、学習者 ₁ 名に対し教員 ₂ 名で担当





（以下PT）に要した時間は ₁ 名 ₃ 分程度で、修了テスト（以下CT）に要した

























































5 ． 1 　量的分析　
調査対象は、ゼロ初級から上級までの ₄ つのクラスから選出した ₂ 名ずつ
の計 ₈ 名とした。 ₈ 名の選出方法は、PTの結果、ゼロ初級から上級までの
₄ クラスから会話力の評価がクラスで最も低かった学習者 ₁ 名と最も高かっ













質問と答えの内容が合っている（正確さ、文法） ₄ ₃ ₂ ₁
日本語の言葉を知っている（語彙） ₄ ₃ ₂ ₁
やり取りに差支えのない話し方・発音である ₄ ₃ ₂ ₁
ひらがな、カタカナが読める ₄ ₃ ₂ ₁
表 3 　評価項目（中級・上級）
評価項目（中級・上級） 評価
正確さ ₁ （文法） ₄ ₃ ₂ ₁
正確さ ₂ （語彙） ₄ ₃ ₂ ₁
表現の豊かさ ₄ ₃ ₂ ₁









（ ₁ ） 選出学習者のPTとCTの音声データを ₂ つ目の質問から ₂ 分₃₀秒間を切
り取り文字化したⅳ。
（ ₂ ）切り取った部分の学習者の発話を「茶まめ」により形態素解析したⅴ。
（ ₃ ） 「茶まめ」での解析結果から、 ₈ 名のPT、CTにおける延べ語数、異な
り語数、語彙密度の数値を求め、分析、考察したⅵ。
5 ． 2 　質的分析　
質的分析では、量的分析の際に選出した ₈ 名の学習者から更に調査対象者
を絞り、PTのインタビューの結果、ゼロ初級クラスから上級クラスまでの
₄ クラスからそれぞれ ₁ 名ずつ、最も日本語能力が低い ₄ 名の学習者を選出































延べ語数は、全体で ₆ 名が増加したのに対し、中級上と上級上の ₂ 名が減
少した。また、異なり語数は、はっきりと増加が見られるのは ₆ 名である。





























































計 ₈ 回 使 用 していたが、CTでは「ううん」、「ええ」、「えっ」、「えー」など
₈ 種類に増え、計₁₇回使用されていた。また、中級上もPTでは「ああ」、「お





異なり語数が ₂ 語から ₇ 語になり延べ語数も ₃ 語から₁₂語に増加していた。
中級下でも、異なり語数 ₂ 語が ₄ 語になっていた。
副詞の増加について、異なり語数に差がでた中級上の例を挙げる。
表 ₆ のようにPTで「とても」、「そう」「よく」の ₃ 種類が ₇ 回使用されて
いた。CTになると、同じく「やはり」、「あまり」、「たくさん」、「ちゃんと」、
「また」、「まだ」などのPTに見られなかった語を含む ₇ 種類が ₉ 回使用され
ていた。「とても」はPTでもCTでも同様に使用されていた。
このように、交流型のプログラムでは、教師対学習者形式の授業では伸ば
表 4 　初級上 感動詞の増加例
初級上PT感動詞 初級上CT 感動詞
語彙素 延べ語数 語彙素 延べ語数
ああ ₆ ああ / えー / えーと / はい 各 ₃
はい /はは 各 ₁ ううん ₂
ええ / えっ / んっ 各 ₁
合計 ₈ 合計 ₁₇
表 5 　中級上 感動詞の増加例
中級上PT感動詞 中級上CT 感動詞
語彙素 延べ語数 語彙素 延べ語数
ああ ₇ ううん / えーと 各 ₂
おお ₁ あの / えー / はい / んっ / んー 各 ₁
合計 ₈ 合計 ₉
表 6 　中級上 副詞の増加例
中級上PT副詞 中級上CT 副詞
語彙素 延べ語数 語彙素 延べ語数
とても ₃ やはり / とても 各 ₂
そう /よく 各 ₂
あまり / たくさん / ちゃんと / 
また / まだ
各 ₁





































































6 ． 1 ． 2 　語彙密度
₃ つ目に語彙密度について述べる。調査結果はグラフ ₃ の通りである。
語彙密度は、ゼロ初級下、中級上の ₂ 名が増加した。また初級上、中級下、
































6 ． 2 ． 1 　ゼロ初級・初級　
ゼロ初級で見られた談話ストラテジーは、話し手として「 ₂ ．コミュニ
ケーション上の問題を処理する技能」であった。PTでは ₃ 回、CTでは ₈ 回
であった。




ゼロ 初級 中級 上級





　①類推する/意見を言う（－かもしれない/きっと等） 3 2 3 4 12
　②感情をいれる/態度を示す（−てもらう/やっぱり等） 1 7










₁.₁　応答詞（ええ/はい/うん/あーそうですか） 1 7 4 1 6
₁.₂　反復発話（相手の発話を繰り返す） 1 2 1 1
₂  ．コミュニケーション上の問題を処理する技能（聞



























PT時（ゼロ初級）　発話例（ ₈ ） 
教師：Tです。よろしくお願いします。お名前は？






















































































































































































































本稿は₂₀₁₉年 ₆ 月小出記念日本語教育研究会および₂₀₁₉年 ₉ 月日本語教育
方法研究会でポスター発表したものに加筆、修正したものである。






























































誌』Vol. ₂₆ No. ₁
― 45 ―
交流型日本語短期プログラムにおける学習者の日本語発話力の変容

